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昭 和141 年 度

ーー

2長

東京都日野市上水道事業会計
ふ.唖

決算報告書 その他財務諸表

(昭和 41年4月1日から昭和 42年3月 31日ずで)
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(1)収益的収入及び支出

収入

区 分

第 1款 水道事業収:益

第 1項営 業 収 益

給 水 収 益

受託給水エ事収益

その他 営業収益

第 2項営業 外収益

~ム， 取 芳リ J息

徴収委託料

雑 収 入

支出

区 分

第 1款 水 道事業費
ー

第 1項 営業費 用

原水及び浄水費

配水及び給水安
トー一一ー一一ーー

受託給水工事費

総 係 費

減価償却費

資 産 波耗費

第 2演 営業 外 費 用

支 払 利 息
ト一一

雑 文 出

第 3:真予 '備 資

予 備 資

昭和 41年度目野市上

予 算

当 初

補 正 i1 地方5陀項公係営のる規企定業財法に源第よ充る日2当支4円出q条額~
予算額第額 内予 算 額

ー

94，766，000円 ム 1，015，000円 井

93;821，000 A 2，1 1 5，000 。
曲、一口喝、

82，823，000 ム 4，323，000 。
9，812，000 2，408，000 。

斗長 1 
同

1，'186，000 A 200，000 。
945，000 1，1 00，000 。
1 00，000 1，100，000 。
844，000 。 。

1，000 。 。

予 算 ." L 

当 初 キ南 正 予備費 流 用 地業条方第法公第3営項2企目4 

予 算額 予 算額 文出額 増 減 額 文規定による
出額

8悩 96，ooE 5，O55，ooJ7 P ♂ ♂ 

64，087，000 5，777，000 217，893 。 。
10，833，000 161，803，000 。 。 。 3 • 

232，000 :斗 11 0，000 。 。 。
壬トー ...一一一一一一

9，739，000 0， 407，000 167，893 。 。
".・F・-・-ー6ー -

32，572，000 1，532，000 I 50，000 。 。
1 0，7 10，000 6，565，000 口 。 。

1，000 。 。 。 。
24，359，000 ムヲ72，000 91，353 I 。 。
24，358，000 Iム972，000 91，353 。 円U 

1，000 。 。 。 。
250，000 250，000 ム 30又246 。 。
25ω001 250，00~ ム50t246! 。 。
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水 道 事 業 決 算 報 告 書

額

計
予算額に比べ

決 算 額 備 考
iロE‘ 決算額の増減

93，751，000 円 96，005，293 円 2，254，293 円
、

91106，000 93，8 95，5 98; 2，189，598 

78，500，000 78，583，557 83，557 

12，220，000 13，677，053 1，45ス053

986，000 1，634，988 648，988 
ーー

2，045，000 2，1 09，695 64，6ヲ5

1，200，000 1，250，597 50，597 

844，000 843，840 ム 160 

1，000 15，258 14，258 

ー一一一ーー←ー一一一ーー

額 地方公営

不用 額 r-:-

地方公営企
企業法第
2 6条第

業法第 26 決算額 2項の規
計 条第 2項の -g. 言十

繰定陀よる
規定による 越 額
繰越額

?3，75100 F F 93，75100OP 92，2 15， '13 d 。円
1，535，87rfi 

70，081，893 。70，081，893 68，7 37，907 。1，343，986 

ヲ'，030，000 。9，030，000 8，992，7 96 。 3ス204I 

122，000 。 1 22，000 。 1 0，0751 
F 

9，499，893引引1 
。 9.4 99.89~ 8，865，320 I 。634，573 

3 3，500，05 6 I 34，1 54，00 。34，154，000 。653，944 

1 7，275，00 。1 7，275，000 17，2日810j 。 ス190

1，000 。 1，000 。
23，478，353 。23，478，353 23，477，223 

23，477， 353 。23，477，353 23，477，223 
口 一」竺上

1，000 づ卜;100日
。

190，754 90，7 5 4 。
1 90，7 54 90，754 。

， 
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(2) 資本的収入及び支出

収入

予 算 ，d 

、 ，DDF E額つ| i ld84、3 

区 分 当 初 補 法第 26条の
計- 規定陀よる繰

予 算額 予算 越額に係る財
源充 当額

トーーー一一 ー一一o一竺lアJ ト一一一一ー

第 1款 水道事業資本的収入 80，002，00 cf3 4，000，00 cf31 84，002.00 tf3 
第 1項 」人よL 業 債 |7ι00ω00 4，000，000l80，000，00。 。

一一一
企 業 債 176，000，000 4，000，000 I 80，000，000 。

第 2項 他会計からの出資金 | 3，000，000 。 3，000，000 。
他会計からの出資金 3，000，000 。 3，000，000 。

ト

第 3項 繰 越 金 1，000 。 1，000 。
繰 越 金 1，.000 1，000 。

第 4項 長期借 入金 1，000，000 。 1，000，000 。
トー

長期 借 入 金 1，008，0 00 。 1，000，000 。
「蚕5項 雑 収 入 1，000 。 1，000 。

み世 収 入 1，000 。 1，000 。
第 6項 固定資産売却収入 。 。 。

トー

固定資産 売却収入 。 。 。
支出

算

区 介
初 補正 流用

随撲除は法万のる公第規繰営定越2企額托6 

継続費

言十 逓次

算額予算額増減額 繰越額

第 1款審差点支警 100，001，0081 5~06jJOO円 F 1問 07，0国 F ス199，478円

第 1項建設改良費 94，266POO 5806jJOO 。1∞P72jJOO 。，7，1，99，478 

建 設 費 |ω;32叩 4，122jJOO 。88646jJOO 。1，l99，478 

量水器費 3，932jJOO 61え.000 。4;349，000 。 。
妻lif入議 3，323POO d1，OOOjJOO 。2，323，000 。 。
恥f::Z:己z、 係 費 2~86POO 同てト 。4;353，000 。 。
雑 文 出 1))∞ 。 1βOO! 。 。

第 2項企業債償還金 5735P∞ 。 。5735jJOO 。 。
企業債償還金 3，214Poo 。 。3，214POOj 。 。
借入金償還金 2;321))00 。 。2;321，000 。 。

第 5項予 備 費 。100P∞ 。 100POO 。 。
予 備 費 。 100POO 。 100jJOO 。 。

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 19，706，630円は損益勘定

ーらー

、
、.

. 

• 
品

. 

額

継続費逓次繰越額|甘^ .;:.f訂 決算額 ベ決算額の 備 考

K係る財源充当額 増波

。円 84，002，00cf31 4 ス 243，M伊ム36， 758，04~
ー一

o I 80，000，000 I 44，000，000 ム36，000，000

o I 80，000，000「7Looo，oooム36，000，000 逓次繰越額に係る財源充当額

o I 3，000，000 1 3，000，0001 0 

o 1 3，000，000 1 3，000，0001 0 一般会計出資金

o I 1，000 I 0 ム 1，000

o 1 1，000 1 0 ム 1，000

o I 1， 0 0 0，0 0 0 I 0 ム 1，000，000

o I 1，000，0 00 I 0 ム 1，00OjJ 00 他会計ょ b借入をしなかった

o I 1，000 1 0 ム 1，000

o I 1，000 I 0 ム 1，000

0 .' 01 243，960 I 243，960 {電動機直結ポアホーノレポン

o I 0 1 243，960 I 243，9601 -7.を売却

翌年 度 繰 越 額

地業法方第公営企 継続費逓

ぷE3』 言十 決算額 2 6 
ぷEヨ』 計 不用 額 備 考

条の規定越額K 
よる繰 次繰越金

113，106:47，い8-) 66~50;3~ër 伊 43711，4ザ 43711，49.担 2s444，39SfI: 

107，271，478 61ヱ16988 。43711，493 43711，493 2~42~97 

95845P8 50，159，423 。43711，493 43711，493 1，974;362 別紙事業報告書参照

4，549，000 4，370))50 。 。 。178.95。
2，323POO 2，258:440 。 。 。64;560 

4;:;53POO 4s429，o75 。 。 。123，925 

1ρ00 。 。 。 。 1，000 
一一 一一 5735000 5733p02 。 。 。 1，398 

3，214jJOO 3，213，032 。 。 。 968 

2，521ρ00 2;320，570 。 G 。 430 

i 100POO 。| 。 。 。100POO 

100POO 。 。 。 。100jJOO 

内部留保資金で補てんする。
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昭和 41年度日野市上水 道 事 業 損 益 計 算 書

(昭和 41年 4月 1日から昭和 42年 3月3 1日まで)

，出広コ4 業 収 益

(1 )給 水 収 益 7 8， 5 8 3， 5 5 7 
内

(2) 受 託 給 水 事 収益
2 

工 1 3， 6 7 7， 0 5 3 

(3) そ σコ 他 営 業 収 益 1， 6 3 4， 9 8 8 
，-.井 4

9 3， 8 9 5， 5 9 8 

口
、

可rI

2 営 業 費 用

(1 ) 原 水 及 び 浄 水 費 8， 9 9 2， 7 9 6 

(2) 配 水 及 び 給 水 費 1 1 I， 9 2 5 

(3) 受 託 給 水 工 事 費 8， 8 6 5， 3 2 0 

(4) 総 係 ' 費 3 3， 5 0 0， 0 5 6 

(5) 減 価 償 去P 費 1 7， 267， 8 1 0 6 8， 7 3 7， 9 0 7 

μ白4 業 来日 益 2 5， 1 5 7， 6 9 1 

3 営 業 外 収 益.

(1)受取利息及び配当金 1， 2 5 0， 5 9 7 ~ 

(2) 徴 収 委 託 料 8 4 3， 8 4 0 、， 

(3) 雑 収 入 1 5， 2 5 8 2， 1 0 9， 6 9 5 

当年度総利益 27，267，386  

4 営 業 外 費 用

(1)支払別 息及び企業債取扱諸費 | 

L_-=--ヱヱ純刻益」
2 3， 4 7 7， 2 2 3 

3， 7 9 0， 1 6 3 

-8-- 一?一



収益 費 用

款|

水道事業 日L 十--1 目 十」一一~-
l 

一 一一一

t 口

新設工事収益

修繕工事収益

改良工事収益

v、

』 園 、. 
その他営業収益

手
一
雑

数

収

業l

~ 
入

営業外収益
トー

受取利息

預金 利息

徴収委託料

徴収委託料

雑 収 入

斗
その他の雑収入

水道事 業費

営亡
業 費 用|

被 月民 費

備 消 ロロロ 費

燃 料 費

ト一一 一 一

印刷製本費

修繕費|

i委託料
一一一→ 唱

動 力費
一一一一寸一一一一一一一一一一一一一一一一一一ト一一一一一一一一一一 斗一一一一一

薬品費

|賃 金

光熱水費

ト一一

ト一一一

--10-

明 常国
壬長ヨ・
ニ=
Eヨ

金 額 備 考

9 6，0 0 5，2 9 3円
一

9 3，7 5 1， 0 0 0円
一戸

9 3，8 9 5，5 9 8 9 1， 7 0 6，0 0 0 

7 8，5 8 3，5 5 7 7 8，5 0 0，0 0 0 

7 8，5 8 3，5 5 7 7 8，5 0 0，0 0 0 

1 3，6 7 7， 0 5 3 1 2， 2 2 0， 0 0 0 
-

1 3， 2 7 6，9 2 0 1 1， 9 0 8，0 0 0 新設工事 164 1件

3 5 8，4 2 0 2 6 8，0 0 0 修繕工事 863件

4 1， 7 1 3 44，000 増設.改良工事 314件

1， 6 3 4，9 8 8 9 8 6， 0 0 0 

1. 5 2 8，0 3 2 9 8 6，0 0 0 事設料 51，1802凡円，設廃工止65W0円出
8 2 3.4 5 2 p:j t ~11:. 2，0 0 

1 0 6，9 5 6 1， 0 0 0 工事監督，設計 100，000円

2， 1 0 9， 6 9 5 2，0 45，0 0 0 

1， 2 5 0，5 9 7 1，2 0 0，0 0 0 

1， 2 5 0，5 9 7 1， 2 0 0，0 0 0 

84 3，8 4 0 84 4，0 0 0 

8 4 3，84 0 8 4 4，0 0 0 下水道使用料の徴収委託料

15，258 1，0 0 0 

1 5， 2 5 8 1， 0 0 0 通信線添加負担金

9 2，2 1 5， 1 3 0円 9 3， 7 5 1， 0 0 0円

6 8，7 3 7， 9 0 7 7 0，0 8 1， 8 9 3 

8，9 9 2，7 9 6 9， 0 3 0，0 0 0 

4，94 0 5， 0 0 0 

2，03 0 5， 0 0 0 

3 8，8 0 0 4 4，0 0 0 滅菌室保温用

1 5， 0 0 0 2 0，0 0 0 

水中モータポンプ補修工事

水質検査

58  2， 4 6 0 5 8 5，o 0 0 

13， 7 5 0 I 1 4， 0 0 0 

8，189，131 I 8， 2 0 O!_~~_J 水 源 用 及 び 配 水 竺 型 空

1 0 8， 1 5 0 I-J7而 o i 液体塩素I tA~オ リトトリシ乙ム
一一-------

1 a 9 0 0 I 1 1呪000 I 除草人主竺全
日63 5 2 8，0 0 0 I ポンプ室電側



I 9，4 9史893

2.0 6 1. 0 0 0 
一 一

暫管理定職1 1 1，5 7 0.0 0 0 

2 0 0，0 0 0 
特勤 7 

1 9 1， 0 0 0 

3 3， 0 0 0 作業服
トー

85，ooo i 給水工芸

~ ~' ~ ~ ~ 1 ト寸ラニ

トーーーーー
2ω~~ 給水工?

1 0， 0 0 0 I 



F三一一十一一 同一 数

繕

ート- 研 修

法 定 干高 利

二七 報 償 費
ー一一

会 費 負 :ts. 金

保 険 料

雑 文 出 -
減価償却費

有形回定資産減価償出費

|資産減耗費
‘ザ王手

固定資産除却費

営業外費用

支 払 利 息|
ー一

4人L 業 債 芳リ 子

償 還 金 牙リ 子!

借 入 金 利

I雑 支 出

雑 文
l一一一一

予 備 費

予 備 費

予 備

-14-

品

ιー

a除

17，267，81 0 I 

十4
2 3. 4 7 7. 2 2計
五万万五ゴ

17， 2 7 5，0 0 0 

17， 2 7 5，0 0 0 

1. 0 0 0 

1o 0 0 I 
2 3，4 7 8.3 5 3 

2 3，47 7， 35 3 

14，84 6，3 53 I 予備費よ b司1，35 3円充当

8，6 3 1，0o 0 

19山←
o，754J f関路面復旧安へ 16ス893円充当

1 9 O. 7 5 4 iべ紛委託料へ，50，000円充当
人(xi企業債利子へ 91，353円充当

* 

一15一



昭和 4 1年度日野市上 水道事業貸借対照表
(昭和 42年 5月3 1日)

唱』

資 産 の部 自|
負 債 σコ 音E

1 固定資産円円 円 ろ 国 定 負 債寸一 円: 円 ! 円 : 円

，1 )有 形国定資産 (1 )その他固定負債

イ土 地 17，918，479 イ 長 期 入 金 i 130882~12 [ 130s82l12 

ロ立 木 798242 i i 固定 負 債 合計 1308位，112

ハ 建 物 18S89，7例
拘 2‘ ，. 

動 負 債
. ー

: 

ニ 構 築 物 311ρ29，930 (1)未 払 金 . 

構築物減価償却 引当金ム 33182s31 ~ 277，24ス099 イ 営 業 未 払 金 2ρ97;369 

ホ 機械及び装置 83，196p64
、、，

、‘
他 未 払金 34ß92~37 36~89706 ロ そ σ3 

一 一
(2) 前 ・3咽に3 ii、E 

へ 車 輔運搬 具 1，591，101 イ営 業 前 戸Jζ2，. 金 901798 901798 

車楠運搬具減価償却引当金ム 405，251: 1，185s50 流 動ー 負 債 合計 37，891，504 

ト工 具器具 及び備品 1 ，698~26 負 債 〆Eとヨ』 168775616 . . . 
工具器具及び備品減価償却引当金ム 527，625 ~ 1，170s0.1 

チ建設仮勘定 53998，498i 53;T8&，f98 . 資 本 (J) 部

有形固定資産合計 436;566，101 5 資 本 ~ 、 . 

(2)投資 (1)自 己 資 本 金 44728.150 
.阿 、島

2 

. イ その他投資 η，000 i 97，000 (2) 借 入 資 本 ~ 、

固定資産合計 436P63.101 イ 」八ζ. 業 債 278己25，465

ロ 他 会 計借 入金 抑制日∞ 2位，106，465

資，本 ~ ぷじヨ』 言十 326834品15

2 流動 資産 6 剰 余 金

(1)現金 預金 4矢783;545 (1 )資 本 弟j 余 金. 

(2)未 収金 ~. ' 
‘ 

イ 工 事 負 1'1i 金 . 2694770 

イ営業末収 金 4;+10723 ロ 受贈財産評価 額 1刀9{J56
. 

w 資本剰余金合 言十 . 4~14，126 

(3)貯蔵品 4. ... : 

イ原 材 料 1700~19 i l (2) 利 益 第j 余 金 . 

ロ :量水器 、 570，450 ~ 2，270769 イ 滅 債 積 立 金 2日日oc

ロ 当年度末処理欠損金

493，128;>45 繰越欠損金年度末残高 ム 10703~75

当 年 度 純利 益

利益剰余金合 言十 ム 6s93812

剰 余 金 ぷEコ』 ム 2，479t86
一一

資 本 メE3』 324:;日，929

負 債 資 本 if 493，128;545 

-16- -17-



有 形 固 定 資産明細書

年度!当年

増 力日 額 減 少

4，459，20 CF 
。 U 798，242 

物 1 6，481，7 01 2，408，090 。18，88号791

物 1 7 6，4 0 7， 5 6 6 1 34，6 22，3 64 o I 3 1 1， 0 2 9，9 3 0 

装置 61，943，292 23，811，918 2，558，546 83，1 96，664 “む

F長 具 533，101 1，058，00 G 。
1，591，1-01 

び備品 813，886 884，540 。
1，698，426 

、.
、4

勘 定 1 6 0，2 5 1， 1 4 2 53，988，498 1 60，251， 1 42 53，988，4 98 

1 43 0; 6 8 8，2 09 221，232，610 1 6 2， 8 0 9，6 8 8 4 8 9， 1 1 1， 1 3 1 

建

構 築

機械及 び

車鞠運

工具・器具及

建設 仮

計

投資 資 産 明 細 書

童 三 一 種 類一戸度当初現在高

資有価証券 I 9ス000 円

当年度増加高

。円

企 業僚明細書

類 l
発 行

|発行総額計函L;穏
年 月 日

昭和 33年度企業債 日 oωop 円
41 8，4 0 1円昭和34. 5.2 9 81，340 

" 
3 4 l' " μ 3  5. 5. 3 1 2D，0 00，000 499.438 2，56丸041

" 3 4 " 
" 

" μ3  5. 5，000，000 384，614 1，923，088 

R 3 5 " /1 
/1 3 6. 3.2 0 3，000，000 230，7 68 923，088 

" 3 6 " " " 3 6. 8. 3 1 2ス000，000 632，463 2，793，963 

/1 3 6 " " " 3ス 6，000，000 461，538 1，384，620 

" 3 7 " " " 3ス12. 2 5 42，000，000 922，871 3，362，334 

" 4 0 " " " 4 O. 5. 2 9 1 0，000，000 。 。
" 4 0 " " " 4 1. 3.28 ヲ2，000，000 。 。
" 4 0 " " 11 4 1. 3. 3 0 40，000，000 。 。
" 4 1 /f 11 

" 4 2. 3.28 44，000，000 。 。
←一一一ー

言十 2 9 2，0 0 0，0 0 0 3，213，032 13，374，535 
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AI‘ 

減 価 (賞 却 ヲi 当 金 年度末償
備 考

当年度増加額 当年度波少額 累 計 却末済高

F 。円 。円 17， 918，4 7 ~ 
。 。 。 798，242 

34，'6，523 。 1，344，294 1 7，545，497 

11，368，359 。 33，782，831 277，247，099 

5，138，154 676，648 66，7 1 1. 635 

1 0 1，36 1 。 405，251 1，1 85，85 0 

1，1 70，80 1 
、

313，413 。 527，625 

。 。 。 53，988，498 

17， 267，810 676，648 52，545，030 4 3 6，5 6 6，1 0 1 

一円

高
一

-
n
u
 

少
一

減度年当

97，000 
円

備

電話債券

年度末現在高 考

，. 

末償還
発 行 価 格 矛リ 備

， 
考

残 主fi司主r

2，5 81，59円9 3，000，00円O 年 6分 5鹿 昭和 59.2. 大蔵省

1 7，430，95 9 20，000，000 " 65.ト 5厘 " 6 0.2. " 
3，076，91 2 5，000，000 " 7介 6厘 " 5 0.3.2 0 公営企業金融公庫

2，076，912 3，000，000 /1 7分 6厘 " 5 1. 3. 2 0 " 
24，206037 27，000，000 " 6分 5厘 " 6 1. 2. 大蔵省

4，615，380 6，000，000 " 7分 4厘 " 5 2.3.20 公営企業金融公庫

38，637， 666 42，000，000 " 6分 5厘 " 6 2.2. 大蔵省

10，000，000 1 0，000，000 /1 6分 5厘 /1 6 5.2. " 
92，000，000 92，000，000 " 6分 5厘 " 7 0.2. " 
40，000，000 40，000，000 " 7分 5厘 " 6 4.3.2 0 公営企業金融公庫

44，000，000 44，000，000 日歩 1銭 8厘 一 一 大蔵省(起債前借)

278.625，465 2 9 2，0 0 0，0 0 0 
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昭和41年度日野市上水道事業乗余金計算書 昭和41年度目野市水道事業欠損金処理計算書

(昭和 41年 4月 1日から昭和 42年 5月31日まで)

欠 損 金 σ3 音E 当年度 未 処理欠損金 ILJ ~ 円 ム6，913，812円:

1 減 債 積 立 一丁 円円 2 欠 損 金 処 理 額 。
一一

(1)前 年度 未 残 高
2 0，0日目。日

(2) 前年度 繰 入額

(3J 当 年 度処 分額

翌年度繰越欠損金 ム6，91 3，8 1 2 

(4) 当 年度 未残高 2 0，0 0 0 

積立金合計 2， 0， 0 0 0 

2 欠 損 金 、

(1) 前 年 度 未処理欠損金 ムヲ"0 6. O，O 3 7 

(2) 前年 度 欠 損金処理額 。
繰越 欠損金 ムヲ"0 6. 6， 0 3 7 

(3) 繰 越欠損金増加高

イ 固 定 資産売却損

繰越欠損金年度末残高 ム10，7 0 3，9 7 5 

(4) 当 年 度純利益 3，7 9 0，1 6 3 

当年度末処理欠損金 ム 6，91 3，8 1 2 

資 本 剰 余 金 σ3 部
卜一 一 一

エ 事 負 担 ノ~ 円 円 円

(1)前年 度末残高 2，6 9 4，7 70 

(2) 当年度発生高 。
(3) 当 年度処分額 。
(4) 当年度末残高 2，6 9 4，7 7 0 

2 受贈財産評価 額

(1)前年度末残高 1， 7 1 9，3 5 6 

(2) 当年度発生高 。 ，、

(3l 当年度処分額 。
(4) 当 年 度 未残高 1， 7 1 9， 3 5 6 

次年度繰越資本剰余金 4， 4 1 4， 1 2 6 I 
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昭和 41年度目野市水道事業報告書
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概況

(1 )総括事項

イ経営

昭和 41年度は市水道事業第 2期拡張計画の第 3年度陀あた!J.給水区域内の給水陀万全

を期すべく諸施設の拡充にフとめるととにあった。即ち現給水区域K対する配水管網の整備

並び陀需要量の増加陀そなえて配水池の築造.高幡.南平，豊田地区等未給水地区に対する

給水の普及を図るととを基本として

(イ) 第一浄水場内 ~850rrfの配水池築造

(ロ) 第一#水場系統の充実を計るため，第 5浄水場よ b第一浄水場配水池に直接.補給出来

るよう 150匁本管陀て接続工事を施工

付 第二期拡張変更事業を計画し，昭和 43年.12月竣工予定の百草高幡台団地の建設と並

行して旧七生未給水地区の給水を計るための認可申請の設計を開始

付 その他京王線横断推進工事等配水管布設工事の施工

等を重点施策として事業の進行を図った白

一万一般業務については，地方公営企業法，水道法の本旨陀もとずき.市民の福祉と，環

境衛生の向上陀勤めると同時陀企業の効射台運営を図るべく水道料金の徴収委託告l肢を採用

しTこ。

水道の普及状況は.供給加設の拡充につとめた結果志年度の実績を過去 2ク年と比較すると

次表のと幸子b普及率及び目白k最の向上を示すにいたった。向各年度の普及率の低下は未認可

24425 

ロ 財政状況(収益的収支)

一日平均
配 水 量

当年度の収益総額は，9 6， 0 0 5， 2 9 8円であって予算額に比し2;2 5 4， 2 9 3円の増と

な.!?，費用総額は 92， 2 1 5， 1 3 0円で予算額に比し 1，5 3 5，8 7 0円の滅とな b差引

3，7 9 0，163円の純利益となっている。

収益は.前年度K比し 14 1， 7 %と大幅に増加している。とれは料金改定，給水人口の増加

(自然、増収分)その他工事収益の増収などである白費用は.前年度V-Cl:七し 127， 0%と増加

しているが.とれは人件費( 1 3 2.0% )減価償却費(161.3%)文払利息( 1 4 4.5 %) 

などの費用は増加している。一方経費については.前年度に比し 40.0%と大幅な経費の節

減が計られた。

(資本的収支)

-24.，.. 

-・・R

当年度の収入総額は 4ス24 3.9 6 0円であって.内訳は企業債 44，0 0 0，0 0 0円.一

般会計出資金3，00 0，0 0 0円.固定資産売却代 24 3，ヲ 60円でとれに対し支出総額は，

6 6，9 5 0，5 9 0円でとの差額 19， 7 0 6，6 3 0円は損益勘定留保資金で補てんし収支の均

衡を図った。

(2) 議会議決事項

議案番号 議決年月日| 件 名 備 考
』

第 132号 4 1. 3.30 昭和 41年度目野市上水道事業特別会計予算 当初

第 1 0-号 41. 6.21 " 補正予算第 1回)
一

第 53号 ~ 1. 1 2.2 0 i _.... Jf (第 2回)

第 57号 41316| 日野市水道轄の設即関する条例の即

第 58号 " ヨ制マ選~菩にE歪つ菜い蕨て頁m給与の種類及び基準に関する
41. 3.16 主主食!|の告 l~ っ て

第 7号 42. 3.13 昭和 41年度目野市水道事業特)J1j会計補正予算(第3回) 専決筆日処分
σ3 丘二

第 9号 42. 3.13 " (第4回) " 
第 1 4号 42. 3.1 3 " (第5回)

一一一ヤ一一一-

第 43号 42. 3.30 昭和 42年度目野市水道事業特別会計予算
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2 工事

(1) 建設工事の概況並び陀契約状況

契約件名|契約年月日契約金額i契約相手方除問問工年月日| 工 事 内 容

i ! 千円I._=.--a;r 1 I 豊田地区新設 | j llJ!浅野工事 I j (1) 配水本管布設エ事
配水本管布設 I4 1. 5.3 0 I 3，7 4 0 i I 4 1. 5.3 1 I 4 1. 6.25 I (平山地区 )φ125滋
工 事 I I げ株式会社 1 I I延長 976m告l依弁5個

1 1 1 I 消火栓 5個
ト 一一一 -

I 1(1)配水地築造工事
第一浄水場配 I I久 保 水 1 有効容量 850m3 1池

4 1. 1 2. 8 I 8，4 0 0 1建設株式 14 1..1 2. 9 142. 3.3 1 I 場内連絡管工事。 250

水池築造工事 1 I 1会 社 1 I i弘涯長 50mφ20岡弘
| I i I I 延長 5m

第一浄水場水 I4 2. 1. 3 1 I 7 8 0 I目 立 I4之2. 1 14 2. 3.3 1 I発信器，伝送器・記録計
位 計設置 |ζ I I U U I ;製作所 I'tム l'-t L. .J.J  1 I抵抗器，計器盤

第 12水源用 I，_ _...， """7 I / n n I -+.._ 1tdJ. I I /1 1 1 ，..， 1)"" 1 6 6.3 rrt 日野市日野I 4 1. 1 2.2 7 I 6 0 0 I大蔵健 i4 1. 1 2.27川U地売収 1't 1. 1 L. L'  1 CJ U U 1 ..I¥..lfii.I. l)I'f: 1 I ...，. 1. 1 L.L'  I 5 7 3 7番 57 3 7番地

!( 1) 配水本管布設工事

都道 226 1 I I h 10 ' ~I... 1 'A  ~ ~ ~ I ， A A A A ~ 1 (都道第 226号都道
37号及び 1

1

I I I久保水 I4 1 虫20 I 4 1. 1 1. 1 8 I 1 3'7号及び第 15 4号

54号線配水 141.虫 19 1 5，1 50 I建設株式 1 I 1 線)o 1 50弘延長 ω
本管布設工事 1 1 1 A .，..1- 1 I 1.5m φ10切弘延長 6

I I 会社 I I I 
I I 1丹市'171<弁 19個消火

栓 6個

第一浄水場送
浅野工事

(1 )配水本管布設王事

水 管 布 41. 6.28 2，410 4 1. 6.29 41.ス 18 (対φ坂15上0勾~第延一長浄5水5場17) 

三E又パa 工 ヲ主甘オ
株式会社 制φ水弁 5個 n 

(1 ) 配第三水本小管布設工事

FEFI l |浅野直 141. 6.2 9141 7 1 81 ~ 工本 設事 41. 6.2 8 I 1，3 60 株式会社 4 1. 6.2 9 ， 4 1.ス 18 制φ水10弁匂2弘個延長消5火7栓5m1 

個

京王線高幡不

動 4号踏切道 I4 1. 8.28 
共同管路推謹
工事

! I配水本管さや管

4 1. 8. 1 514 1. 9. 3 0 Iφ1000匁ヒューム管
|延長 12m

力

社

電

会

京

式

東

株弐叫，6
 

トー一一一一
に

d

n

u

z

J

n

u

 

z

J

n

o

 

n斗

4

0

 

nu

司
ノ
』

A
斗

A
斗

不
水
事
一

1

5
管

幡

切

エ

一

?

外

本

高
踏
設
一

6
線
水
事

線
号
布
一

1
号
配
工

王
4
管

一

遥

4
区
設

京

動

道

一

都

5
地
布

渋谷建設

株式会社

φ15係延長 31.8m
4 1. 1 0.2 5 1 4 1. 1 1. 3 1φ5 0 cf~ ヒューム管

浅野工事

株式会社

(1) 配水本管布設工事
〈都道 169号都道

4 1. 1 2. 2 1 I 4 2~ 3.3 1 I 1 5 4号東仲田 5号南平
ぬ.3上万願寺石田
高幡随.3) 

φ150弘延長 1101m 
φ125~，延長 32m φ
1 0 O~~ 延長1.40 1 m φ 

I 75弘延長 6531n
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一一一_L一一一一」一一一 I J2 1個捕り個

i松 本 1 I 1ω 配水本自設工事

872i 142 117i42 1311 (吹上団地内)
本 管 職 工 事 l i l設備工業 1"'"L. 1. I I j .... L. I.-J f I 比野EZm

し i l l j 伽 5個問5
I I I  I {j国

一一寸 r-- -i 
(1 )配水本管布設工事

1 1 1 (豊田地区南平地区)

1，800 I浅野工事 14 2. 2. 2 14 2. ? 2 71 φ1 5切延町I .LLl-~.^"'J '42. 2. 2' 42. 2.27' φ1 0似延長 702m
株式会社 I I I φ75弘延長 176m

常ij71<弁6個消火栓5個

浅野工事 I I 1 ~高幡地区豊田地区路面
A 1)けc:: I /1円 フ門口|復旧

株式会社 I~~・… I ~L. J ιUI中級補装 1.205.4nf
， 1簡易補装1.

ス800

1， 1 81 
都知事
日野市長

配水本管布設工事陀とも
ない路面復旧費

配 水量

区 分総 量作Z3一日最大m"時轍宵tl一日平均骨f有収水 7雲if 
4 I 252.869 呪47 8' 7 2 7 I 8.4 2 9 I 1 8 Z 6 5 7 

5 I 2 9 0.3 0 4 I 1 0.0 25 I 75 7 呪~ : ~ I ~ ~ ~.~ : ; I 
6 I 260.4 1 7 1 1 0.684 I 832 I 8.681 I 206.657 

7 I 3 1 2.9 6 7 I 1 1. 85 8 I 9 3 1 I 1 0.0 9 6 I 2 2 5.7 4 0 

8 I 3 3 3.75 4 I 1 1. 9 4 8 I 9 1 2 I 1 0.7 6 6 I 2 5 2.3 9 4 

9 I 2 9 6.84 2 I 1 1. 9 0 1 I 9 1 4 I 9. 8 9 5 I 2 4 5.9 2 7 

1 0 1 2 7 6.2 8 9 I 1 0.4 3 1 I 7 8 3 I 8.9 1 3 I 2 2 5.4 5 4 

1 1 1 2 7 2.8 0 6 I ~え 9 9 6 I 86 1 1 9. 0 94 I 1 9 6.2 33 

1 2 I 2 9 6.9 1 0 1 1 1.8 0 8 I 8 6 5 I 9.5 7 8 I 1 9 0.7 7 8 

1 ! 280.301 呪9331 771 虫o4 2 I 2 0 0.7 7 0 ! 

2 I 260.3 95 I 1 1. 7 25 1 8 1 4 I 8.6 80 I 2 1 5.588 

3 I 2 8 5.2 5 3 I 1 0.0 0 7 1 8 3 6 I 9. 2 0 2 I 2 0 0.4 0 8 

合計 3.41 9. 1 0 7 1 1 1. 94 8 I 9 3 1 I 9. 3 6 7 ! 2.5 5 2.1 6 8 

増 …718151Z3i1550H2718i

比率 %1 1 1 9.8 I 1 1ス9I 1 2 2.8 I 1 1 9.8 I 1 1 0.0 
' 
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、
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2 給水工事の概況

(イ)

(2) 事業費用K関する事項

I _ I 比i 函一「
昭和 40年腿A) I昭和 41年度(B)ト一一一一一一一一「一一一一二L一一

1 1 増 と滅! B/AX 100 

56.3 60，695刊は73ス907円! 1257ス212円j1 1 2ニ苛
26， 1 3 0，49 1 I 3 4，483，6 04 I 8，3 53，1 1 3 I 1 3 2. 0 

料 I1 3，5 78，5 3 6 I 1 8，0 96.82 2 I 4，5 1 8，2 8 6 I 1 3 3. 3 

3，83 4，8 2 7 I 1 3 O. 6 

16，986，4ヲ3 Iム 2.536.415 I 

|¥¥ご度
科目 -______ 

営 業 費 用

件

‘唱 .，

人

給

そ

経

動
力

グコ

.、 修繕費

材料費

その他 i

減価償却費

営業 外 費用

支払利息

その他
ト 一一
合計

4 会 計

付) 事業収益K関する事項

コ宇土 昭和 40年度(A) 昭和 41年劇 団
比 較

一 増 ム 減 B/Ax 100 

営業収益 67，558，145 円 93，89 5，5 98 p: 26，337，453同 1 3呪 0%

畠~口 水 収 益 54，3 13，192 78，583，557 24，270，365 1 4 4.7 

受託給水工事収益 11.85司942 13，6:77， 0 53 1，8 1 7. 1 1 1 1 1 5.3 

そ の 他 営業収益 1，38与011 1，634，988 24号977 1 1 8.0 

営業外収 益 21 2，082 2，1 09，695 1，89 V， 61 3 994.8 

戸Jく 取 矛リ ，息 20ス084 i.1，25 0，5 97 1，043，513 6 0 3. 9 

徴収委託 料 。 843.840 843，840 。
雑 収 入 4，998 15，258 1 0.260 305.3 

、

15-コ 言十 67，770，227 96，005，293 28，2 3 ~!O 66 1 4 1. 7 

費

イ白 12.5 5 1，955 

費

費

19，522.908 

6.206，721 

588.7 82 

2，933，285 

9~ 794，1 20 

1 OJ 07. 296 

16，249.819 

1 6.249，819 

7 2，6 1 0，51 4 

(3) 企業債及び一時借入金の概況

16，386，7 8 2 

8，189，13 1 

840，1 00 

4，0 62，337 

1. 98 2A1 0 

251.318 

1， 1 29，052 

8 7. 0 

1 3 1. 9 

1 4 2.7 

1 3 8.5 

4 0.0 

1 6 1. 3 

1 44.5 

1 4 4.5 

1 2ス0

A人.r::.. 業 債 一 時 借 入 金

前年度末残高 237，838，497 i司 。 円

本年度借入高 4 4，0 0 0，0 00 。
本 年 度 償 還 高 3， 2 1 3，0 3 2 。
本年度末残高 2 78，6 2 5，4，) 5 。
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I 3，8 9 4，9 2 5 Iム 5.89呪195 

i1ス26ス810 I 6，560，51 4 

I 23.4 7ス223 I ス227.404

I 23，47ス223 i 7.227，404 

o I 0 I 

L~ ~，2_~5， 13 0 1呪604，616 
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昭和 4 1年度

東京都日野市下水道事業会計

決算報告書その他財務諸表

(昭和41年4月 1日から昭和12年 3月 31日まで)
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昭和]4 1年度

東京都日野市下水道事業会計

決算報告書その他財務諸表

(昭和41年 4月 1日から昭和12年 3月 31日まで)

-31-



(1)収益的収入及び支出

収 入

区 分

支出

昭和 41年度日野市下

A 

*t 

ー

. 
. 除

水 道事業決算報告書



期間外収入(2) 

予算額陀比べ

決 算 額 イ持 考
ムロ 言十

決算額の増減

一一一__~f1J
。円 。i可

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。 。 。
。 。 。

「ー

。

。円
。

公営企業法第 24条
項の規定による支出
係一る財源充当額額算予季五

入

区 介

収

' 

資本的収入及び支出(3) 

入

予 算

区 分 当 初 宇高 正 地方公営企業法第 26条
言十 の規定Kよる繰越額陀係額

予算額 予 算 額 る 財源充当

第 1款下水道事業資本的収入 854，0 oofIi ム 854，00ff3 。円 。円
第 1項出 資 金 853，000 ム 853，000 。 。

他会 計出資金 853，000 ム 853，000 。 。
第 2項繰 越 金 1，000 ム 。 。

繰 越 金 1.000 ム 。 。1，000 

収

翌 年 度 繰 越 額

eιAコ_， ι=ロサI・ 決 算額 l よに』I 言十
不用額 備 考

トーー
♂ 153，688円

ト一一一一ーョ

一一一一5一4一5一，0一0一0一一トー189，630 
。153，370 

98，0 00 I 60，060 
。 3ス940

230_ 000 I 1 2 9.5 7 0 
。100，430 

F司二弓日日 |
18 

18 i 

‘ 掴J

予 算

当 初 袖齢 正 l流 用 地方公営 継続費

区 づ子 企業法第
2 6条の 逓次
規定によ

予 算額
予 算一日額円日増減額 る繰越額 繰越額

ト一一一
喝op 守I~cr第 1款 下克己道事業資本的支出 854，00 よ1 0矢口 963，00 icri 

第 1項 建設改 良 資 343，000 。 。日土担00
。 。

ト一一一一
建 ヨ丘パ又d 費 ヲ8.000 。 。98，000 。 。
固定 資 産 購 入 費 230，000 。 o I 230，000 。 。
総 係 費 15，000 。 。15，000 。 。

トー一一一一一一
第 2項企業債償還金 51 1，000 109，000 o I 620，000 。 。

ト一一一一
企業債償還金 511，000)109，0001

。620，000 。 。

出支

-35-

は損益勘定留保資金で補てんする。
資本的収入額が資本的支出額K不足する額 809，3， 12円

-34一 、



昭和 41年度臼野市下水 道卒業損益計算書
一一一 F

(昭和 41年 4月 1日から昭和 42年 5月31日まで)

ーーーーー十-ーーー一一一ー一一ーーー一ーーーーーーーー--一一一ーー一一ー一一一一ー一一ーーーー 一一一一

収 益 円 円

収 益 8， 6 8 ス154

(2) 受託工事収益 9 0， 3 8 7 n 

ー

(3) その他営 業 収 益 2 1， 6 6 9 8， 7 9 9， 2 1 0 

2 ρ'"みコ4 業 費 用

(1)処 理 費 5， 5 4 1， 0 8 3 

(2) 受託工事費 9 0， 3 8 7 

(3) 総 係 費 5， 1 6 2， 5 8 5 

(4) 減価償却費 2， 0 5' ~， 3 '1 3 1 2， 8 4 7， 3 6 8 
一一 一一一一

営業損 失 ム4，0 4 S. 1 5 8 

3 営 業 外 収 益

(1) 受取利息及び配当金 3 6， 1 6 8 

(2) 雑 Jtx: 益 1， 1. 2 5 

(3) 他会計 補助金 5， 4 0 0， 0 0 0 5， 4 3 7， 2 9 3 

当年度総利益 1. 3 8 9， 1 3 5 

4 営 業 外 費 用

(1) 取支払利扱息及び諸企業債費 1， 4 2 5， 0 7 8 1， 4 2 5， 0 7 8 
一一一一一一

当年度純損失 ム 3 5， 9 4 3 

一:一
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収 費益 用
一 一一 一ー一一 一

一一一款 」一 項 i 
下水 道 事業 収益ーし ---------------------__j

営業収益

一一一L竺一 理 互一一主→-

目

ト一一一一一一一

「一一一
」 177-二す

戸一一一一一一一 ー一一一一一一←一一

下水道 事 業費

信手
巴コ 業

トー』

-一一十一一

ーートー

-38-

日
凡

E卜炉 宗国
-~+--

主主
J::3 

節 考!額金 予

使用

工事収益

21，669 

21，669 

0 

5，4 3 7，293 

36，168 

36，168 

1，1 25 

1.125 

5，4 00，000 

5，4 00，000 

14，272，4 4 6 

27，000 

26，000 

1，000 

5，4 37，000 

手
一
雑

数
一
収

料

入

預金利息

その他雑収益

一般会計補助金

給

手 当

賃 金

被 月良 費

備 f市 ロロ口 費

燃 料 費

光 熱 水 費| 213，098 

ーち守一



E7 1  
ー『ー+ーーーー』ー司F瞳ーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーー-ー寸ーー事ー--- ---ーーーー

一一一 一一一一一

ト一一一 一一一一一一一

ト一一一一一一

トー

滅 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 費 用

支払利息及び企業債取扱諸費

雑 支 出
ト一一一一一 一一

トー

予 備 費
トー一一一一一一 一 一

備 費
ー一一一

-40ー

恩給退職給与金 L 0 I 竺旦
備消品費 I 9W11  94300 

燃料 費 I 2 3，9 3 4 I 3 2，0 0 0 

光熱水 費

印 刷 製 本 費

通信運鍛費

委託料

賃借料

維持修繕 費

交 際 費

食糧 費

会費負担金

保険 料

雑費

26，203 

呪000

4ス618

843，840 

32，000 

10，000 

54，000 

844，000 

。 o I補正予算で廃節

22，220一寸 3，ふ00

O 
-一一一十一

ート一一一一一一一一一ー 1 

0 補正予算で廃節

nu
一

円

U
門

unu ，
 

門
ノ

ι
7
3
 

" 

“一
10，262I 26，000 

i 一一一一一一一十一一一 一一一一一一
o 1，000 

有形固定資産減価償却費

2，053，313 

2，053，3 13 

。

2，054，000 

2，05 4iJ 00 
ー一

4・町

1，000 

-E五 日 費 | 了「一石「

コ二 1425.078--l--弓26.00斗
企 業 債 利 子 1 1，425，078 

一時借竺土ιL 0 

7一戸=-jfl---~ ト二二目瞬間間

その他雑支出

-41-



水道 事業貸 借対照表昭和 .4 1.年度目 野 市下

産
一

一
資
一
産

産

地

木

一

一

資

一

一

資

定

一

一
定

日

一

一
回

イ

仁
いい
l

i

l

i

-

-

負

5 流動負債

偵

(昭和 42年 3月 31日)

‘ --~一一ー‘一-T一

(1) 未 払 金

イ 営 業ー 未 払 金 392，953 

そ の他 未払金ロ 60.06 D 453，0 13 I 
一一

(2) 仮 受 金 283，984 

流動負債合計 736，997 

負 偵 よロ』 言十 736，997 

一 一
資 本 σコ 部

4 資 本 金

(1) 自 己 資 本 金 ス242，830

(2) 借 入 資 本 金

イ 4人1:. 業 債 21，905，940 

資本金合計 29，148.7 70 

5 剰 余 金

(1) 資 本 来リ 余 金

イ 国 瓜 補 ft}J 金 1 6，1 00，000 

ロ 工 事 負 ナE 金 35，140，000 

ノ、 受胎財産評価額 2，25 1，000 

資本剰余金合計 53，4 91，000 

(2) 利 益 東j 余金

イ 滅 依 積 立 金 25 0，000 

ロ 当年度未処分別益剰余金

繰越利益剰余金年度末残高 56，680 

当年度純損失 ム 35，943 20，7 37 
ー 一一 一一

利 主主唱l余金合計 270，7 37 

剰余金合計 53，7 6 1，7 3 7 

資 本 ぷE〉Z• 言十 82，910，507 

負債・資本合計 83，64 7，504 

-43-

79，243，509 

ll 
-42-

3，826，893 

lム 684.076

67，89ス179I 

ム 6，477，22oI 6 1， 4 1 9，9 5 9 

3，048，91.3 

19，600 

全一回目 111.067，045

ム 2 呪 ~-g-~. I
264，070 

ム 51，902

3，732，989 

1 3，6 1 0，864 

ド
・
1

eド
le』

日一一一口

h

吉
岡

合設資ιυ 
点
刷
出
司

祥山山

4助

有形回定資産合計

動

固定資産合計

年初

建物減価償却引当金

人
辺乙

車結運搬具減価 償去iJ
51 当 金

産

ノへ
3lZ: 

び装置

*:1築物減価償却ヲ凶金

金

ー共

工具 a器具及び備 品

以械及び装置減価償
却 引当金

工具 ・器具及び備品
減価償 却引当金

J、九九品

Jバ

収

メ〉、
口

預

辺$.-

建

司珪

収

資

築

未

械及

}
山
間

4u
u

マ

金

業
メ•. 手
Eニコ

手五

機

草

現

未

一一

"" 

流

イ

ホ

ト

)
 

4

・E
A

F
e
E
、

(2) 

2 



。 。
築 物| 6 4，7 4 3，3 8 1 I 3，15 3，7 98 。

1 10，000 。 も

。 。
。

EEn又d 仮 日十 3.158.238 I o I 3.158.238 。

丁一
十2石川88，840，296 3，347，868 3，1 58，238 、89，029，926 。 9，7 86，41 7 I 79，243，509 

有形固定資産明細書

企業債明細書

発 行
先行総額

償 還 品

種 類
年 月 当年度償還高 償還高累計日

昭和 3 2年 度 企 業債 昭和33年 5月30日 ス000，000円 2 q 1，96:4円 1，31 3，57.13 

/1 3 3 11 l' 34 5. 29 5，.0 00.0 0 0 135，294 792，3 17 

" 3 4 11 l' 35. 3. 28 5，000，000 12ス158 657，024 
トー

" 3 6 11 " 36. 1 O. 24 2，OOP，000 46，448 222，323 

" 3 9 11 l' 4 O. 3. 30 6;000，000 108，818 108，8 18 

ーートー

、、

ーー ， 

-
'25iOOO，000 619，682 3，094，060 

、
‘ ' 

-'4'4--

i

，
 

申巴‘
• 

-

4跡

未 償 還 J 
残 →品 発行価格 利 率|償還終期備 考

一一一+一一一
5，686，422 円ス000，00cf3 年 6介 3厘 昭和58年 3月 31日'郵政省

4，20ス683 I 5，000，000 I 1f n一一一ト一一"一一5一一9一一一2一一一一一1一一白ートに一大一一一一一一蔵一一一ー一一省一-

一一卜一一一一一一一一一一一一一一
4，342，976 I 5，000，000 I 11 /1 '1 60 2 1 ‘ " 

1.7 77，67 7 I 2，000，0 00 I I'651-5厘 μ61 2 1 I IF 

5，891， 182 1 6，000，000 1 11 11 1 /' 65 .2 .1 .1 11 

ドー一一一ー ー一一ト一一一一ー

_，'J 

町一←一一一一一一一一一一一一一

.' 一 一
J___ .2 1 ， 90~，94 0 _ _L25，000POO _L__ 1 1_ 1 

. 
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昭和41年度日野市下水道事業剰余金計算書

(昭和 41年 4月 1日から昭和 42年 5月31日まで)

矛リ 益 来リ 余 金 σコ 部

減債積立金 円 円 円

(1) 前年度末残 高 250，000 

(2) 前年度繰 入 額 。
(3) 当年度処 分 額 。
( 4) 当年度末残 品 250，000 

積 立 金 i口L 計 250，000 

2 未処分利益剰余金

(1) 前年度未処分利益剰余金 207，922 

(2) 前年度利益剰余金処分額 。 。
一一一

繰越利益剰余金 20ス922

(3) 繰越利益剰余金減 少額

イ 過年度損益修正 ム 151，242 ム 151，242

残繰越利益剰余金年度末高 56，680 

(4) 当年 度純損失 ム 35，943 

当余年度末 処分利益金剰 20，737 

資 本 剰 余 金 の 部

国庫 補 助 金 円 円 円

(1)前年度末残高 1 6，1 0 OJ) 00 

(2) 当年 度発生額 。
(3) 当年 度処 介 額 。
( 4) 当年 度末残高 16，100，000 

2 工事 負 担金

(1)前年度末残 高 35，140，000 

(2) 当年 度 発生高 。
(3) 当年 度処分 額 。
(4) 当 年度末 残高 35，140，000 

5 受贈 財産評価額

(1 )前年度末残高 2，251，000 

(2) 当年 度発生額 。
(3) 当 年度処分額 。

-46-

I( 

一一I (4) 当年度末残品
' ・

| 次年度繰越資本剰余金

一 一

l 42iE1 J 1000 

昭和41年度日野市下水道事業剰余金処分計算書

1 当年度未処分別溢剰余金

2 刺益剰余金処 分 額

翌年度繰越刺益剰余金

.-・-

円

-47-

円 20，7 3 7 円

。
20，737 



.‘ 、

昭和 4 1年度

日野市下水道事業報告書
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昭和 4 1年度

日野市下水道事業報告書

1.概況 .山.“い.

2 工 事 ，..，山..........口....."..............………白川一.川.....， ι'.山.."，ハ............... い...山 51

3.業務

4. 会計経理に関する重要事項

-49ー
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53 



1 概況

(1) 総括事項(イ} 経営 当事業所の下水道処理場は，日本住宅公団多摩平地区の排水面積 13 

2，4 4 ha世帯戸数 4.521戸.処理人口 16.4 7 4人の汚水及び水洗

便所.雑排水等を処理しで浅JIlltL放流した白

(ロ) 財政状況

(2) 議会議決事項

議 決 番 号

4 7号

1 5号

3 6号

(31 行政官庁認可

当年度の収益総額は 14，2 3 6，50 3円であって予算額に比し 197，5

03円の増 となり， 費用総額ほ 14，2 7 2，4 4 6円で予算額陀比し，

527，554円の滅となり差ヲ135，9 4 3円の純損失となった。

従来下水道事業は公営企業会計方式の経理を採用していたが，独立採算

性が不可能とな !J42年度より一般会計の特別会計(官庁会言十)，弓変更する。

件 名 提出年月日|議決年月日

昭和 40年度目野市下水道事業特別会計 I4 1. 1 1. 3 0 I 4 1. 1 2. 2 0 
才入才出決算認定について

昭和 41年度目野市下水道事業特別会計 I4 2. 3. 1 0 I 4 2. 3. 1 3 
補正予算Kついて(第 2回) I "".<-. v. I U i 

日野市下水道K地方公営企業法の一部を I4.2. 3. 1 0 I 4 2. 3. 1 3 
適用する条例を廃止する条例Kついて I -，.~. ..... I U I 

日野市下水道事業会計及び決算事務K関 I4 2. 3.10 I 4 2. 3.3 0 
する条例を廃止する条例陀ついて I ..，. L.. V. I U I 

日野市下水道事業の管理者K関する条例 I4 2. 3. 1 0 I 4 2. 3. 3 0 
を廃止する条例陀ついて | -.，. L.  ...J. I U I 

昭和 42年度目野市下水道事業特別会計 IA ") Z ~ n I 4 2. 3. 1 0 I 4 2. 3. 3 0 予算陀ついて I -，..... ._，. I V I 

該当事項なし

(4) 職員陀関する事項

区同世斗空務職員

技術職員 その他職員 計 備

3 人 。人 4 人 7 人|

3 4 8 

。 。

-50ー

2 工 事

(l) 建設工事の概況

I一万三年一塀一新事二一設一工名ニ事ー 本年度施行内容 はし一年一度工事費| 着工年月日i竣工年月日| 備

豊田下水処理場内

(2) 改良工事の概況 該当事項 なし

(3) 保存工事の概況 該当事項 なし

3 業 務

1. 年度末処理人口 1 6.4 7 4 人

2. 年度未処理戸数 4.521 戸

3. 1日平均処理量 3. 8 7 3 rtt (年間総処理量 1.413.645m3)

事 項 昭和 4 1年度 昭和 40年度
比 較

増 滅 比 率

年度末処理人口 1 6.4 7 4人 1 5.9 0 4人 570 1 0 3. 5 

年度末処理戸数 4. 5 2 1戸 4.448戸 7 3 1 0 1. 6 

F 
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(2) 事業収入K関する事項

上七
事 項 昭和 41年度 昭和 40年度 ト一一

増 波 上b
ト一一一一一一一一一一一均一一一一一一一一一
A邑λL. 業 収 益 8.7 99，210円 8，090，031円 709，179円

営 業 外収益 5，4 3 7， 293 4.7 97， 0 9 2 640，201 1 13.3 
ト一一

処理 1m3
剖 料金 | 1 0.07 9.49 0.58 106.1 

4 会計経理に関する重要事項

地方公営企業法の財務一部適用規定廃止

地方公害企業法適用状況異動報告書

事 項| 昭 和 41年度
較

i -"".. ~.:tz:11 " = --.tl ':/7:: 1=l=I;;F.--:'!JI:- 下水道事業 i
団 体 名|東京都日野市!適用恥 名 所ぱ 日野市豊田1.5S6番地

法適用(廃止)年月日 I42年 5月 31日|適 用方法 |適 用廃出

職 員 一 数 |事業主昨月日 | 3~2.18 1 施 i 計画処理人口 23.000人
損 玩下弱点 員 I 3 ペ事業着手年月日I32.10O. 51 ~~ I計画処理戸数 6.00，0戸

除完成年月日I35. 3.3~J --I終末処理能力 5.750m3

r一一 Iの | 

普及率 100% 

排除万式(分流式)

人|その他参考事項I 1要|下水処理方法(中級処理)

|財務規定等I I 
| の 適 用 |

(3) 事業費陀関する事項 '. 
較

営業 費 用 I12，84 7，3 6伊

営業 外 費用

処理量 1m'当 b原価 10.1 0 

1 2ス1 % 

102.1 

Q
U
 

A
斗

Q
U
 

1.62 1 1呪1

(4) 企 業債

事 項 前 年度残 高 本年度借入額 本年 度 償還額
本年 計 J

企 業 債 22，52 5，622円 。円 61呪682円

企 業 債前借 。 。 。

一般住宅 2. 7 0 0戸 一般住宅 1 2.0 0 0人

商庖.公共施設 300戸商庖，公共施設 500人

2. 業務 係

7 3件 (新)民生部清 掃課

1.第 1 係

一日平均処理水量 3.52 0 nl 

一日最大処理水量 6.00 0 nl 

使用料

1. 水道汚水家庭汚水その他水道使用量 10立方米

(5) その 他

1 汚水本管接合工事

紙

3. 第 5 係

まで基本料金を 1ク月につき 55円として 1立方

米増す毎vc5.5銭を加える白

2. 井戸汚水家庭汚水その他 1立米K付き 5円

風呂汚水 1個 1ク月 20円

年間総処理収益 8.6 8 8，7 5 1円

2.第 2 係

図

地方公営企業法施行令第28条第2項の規定に基づ き上記のと おり報告いたします。

昭和 42年 4月 1日

東京都日野市長 有 山 総

自治大臣藤枝 泉 介殿

司
LF

D
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議案第三十六ー号

日野市の下水道陀地方公営企業法の一昔Bを適用する条例を廃止する条例陀ついて

日野市の下水道K地万公営企業法ので一部を適用する条例を廃止する条例を次のと卦 b

制定す るものとする D

昭和 42年 5月 10日提出

日野市長 有山 根

日野市の下水道陀地方公営企業法の 1部を適用する条例を廃止する条例

日野市の下水道に地方公営企業法の→Eを適用する条例(昭和 33年 日野市条例

第 3(;号)を廃止する条例を次のよう K定める。

日野市の下水道附也方公営企業生の一部を適用する条例は廃止する白

千、T 員リ

との条例は.昭和 42・年 4月 1日から施行する白

-54-

昭 和 4 1年度

東京都日野市農 業共済事業会計

決算報告書その 他財務諸表

(昭和41年4月 1日から昭和42年 3月31日まで)



昭和 4 1年度

東京都日野市農業共済事業会計

決算報告書その他財務諸表

(昭和41年4月 1日から昭和42年 3月31日まで)
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昭和41年度 日野市農業共済事業決算報告書

(1) 収益的収入及び支出

収入 J 巴

44合lijiJ山

支 出

区 分

J
O
 

兵
u
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《思

決 算 額 予算額に比べ決 算額増減

決作物蚕繭
阪 畜|業務勘定 量街作勘列定i歪共 菊

家畜
齢、 ー 令 業務勘定 総 if 

共済勘定共済勘 定 共演勘定 共 済勘定共済勘定

3.035，30円7 40，35円1 639，52円1 2.76894円4 6，484，12円3 ぬ11.157，69円3 ム 23.64円9 fム956，47円9 65，94円4 2ム.u7L87円7 

4125a9221A 23β49 Iム956，479 
ム

2.934，078 40，351 639，521 2.753，165 6，:167.115 56，165 幻ぬ2.885

101，229 。 。15.779 。 9，779 111同 8

予 算 箱

地方公営企景鮭うや24条;v:~項の規定による支出箱 £口〉 言T ' 決 算 額額 方之 用

農作物!蚕 蔚農作物 蚕 繭家 畜 家畜~ 農 作 物
業務勘定 総、 合

l供済勘定 務勘定
総 d口h 

共済 勘定共済勘 定共済勘定 共済 勘定除済勘定 共済勘定 :L済J勘:1i:Jl業吋蛇 合f ニムιh功」J;;f」:L済J開;i業糊向吋定íEl ~'t:総 合

!可 円 円 円 円 円 円 円 円。 。 。 。 014，193，000 64，000 8，556，000 3，016，970 3τmmJιO閃J6J?

。 。 。 。 014，193，000 8，54L000 3016，970 

4 。 。 。 。 。 O! 。 。 1，000 1.000 。 !三竺で斗叫f土竺±ヰヰ!土てヰ午t干fトf拘a防仰で15臼て1γ2:1;1[

。 。 。 。 。 14，000 14，000 。
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昭和41年度 日野市農業共済事業損益計算書

(昭和 41年 4月1日から昭和 42年 3月 31日まで)

項 目 農作物共済勘定蚕繭共済 勘定家畜共済勘定業務勘定|総 合 l

1事業収益 円 円 円 円 | 円 l

(1)共済掛 金 制 703 I 24，5 1 1 i 3 9ω00 I 0 1 89呪814 I 

峨 険金 2455375 15840!242921 027141361 

(3)受 取 補 助金 o I 0 I 0 I 2，5 3 6，9 0 0 I 2，5 3 6.9 0 0 

(4)賦課金 o I 0 I 0 i 2 15，494 I 2 1 5，4 94 

(51事業勘定受 入 01  01 01 7711 771 

事業 収益合計 2，934，078 I 40，351 1 63矢52 1 I 2，7 5 3，1 6 5 I . 6，3 6ス11 5 

2事業費用

(1)保険料 7 3， 1 6 4 I 1 9， 4 6 4 I 3 9 6，6 0 0 I 0 1. 4 8弓228

(2)共済金 2，910，050 I 1ス60 0 i 2 4 2.9 2 1 I 0 I 3，1 7 0，5 7 1 

(3)責任準備金繰入 3 3，7 5 6 I 0 i 0 I ~ 0 I 3 3，7 5 6 

(4)支払賦課金 o 1 0 1 0 1 7ス71 2 I 7.7，71 2 

(5)一般管理 費 o I 0 I . 0 I 2，2 75，2 2 8 I 2，2 7 5，2 2 8 

(6)普 及 推 進費 o I 0 I 0 I 1 0，0 0 0 I 1 0，0 0 0 

(7)施設費 o I 0 I 0 I 0 ! 0 

(8)損害評価 費I 0 I 0 I 0 I 1 65，4 7 0 I 1 65，47 0 

(愉担 金I 0 I 0 I 0 に~
一望竺豆竺u 三 ，0 1 6，9 7 0 I 3 7， 0 6.4 I 6 3 9， 5 2 1 I 2，5 5刊 oI 6.253，465 

事(事莱業損ム!X失)疏 l li A 82，892 I .3.287 I 0 I 193，255 I 113，650 

3.事業外収益

(1)一般会計繰入金 1 02，000 I 0 I 0 I 0 I 1 02，000 

(2)受取利息 o I 0 I 0 I 1 5，7 7 9 i 1 5，7 7 9 

事業外収主主合計 1 0 2，0 0 0 I 0 1 0 I 1 5，7 7 9 I 1 1 7， 7 7 9 

当*度夜荊益
(当年度縦員失)I 3.036，078 I 40，351 I 639，521 I 2，768，944! 6，484，894 

4.事業外費用

(時務繰出金I 77 1 I 0 I 口0Dl11r 220055ttD口55口4 4 771 

(2)襲警護費1 ~+--~ 1 20竺
事業外費用合計 771 1j 209，805 

当年度純利益 I 1 8，3 3 7 I 3，2 8 7 I 0 1__ 0 I 21，624 

-60ー

も

ー ・

曹

昭和4]年度 目野市農業共済事業剰余金計算書

(昭和41年 4月 1日から昭和42年 3月3 1日まで)

ま11'，生b之、 ぷ口』

一一一一一一一一一。円 。円

。 。
。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。
。 。 。

18，337 3，287 ;年函正副

昭和41年度 日野市農業共済事業剰余金処分計算書

(1) 当年度宋処介剰余金

農作物共済勘定

蚕繭共済勘定

(2) 剰余金処分額

18.337円

3.287円

〆。



昭和41年度 日野市農業共済事業貸借対照表

(昭和 4 2年 3月 3 1 日)

』 項 目 |農作物共倒定陶芸品五

1流動 資産 | 円| 円

(1)現 金 預 金101 0 

(2)業務勘定貸 52，093 I 3，287 

流動資産計 52，093 I 3，287 

竺竺土dtJ 52，093 I 3，287 

2.流動負債

(1)未 払 。金

(2)責任準備金

(3)事業勘定借

33，756 

o I 

(4)業務繰延残金I 0 I 0 

流動負債計 I 33，756 I 0 
~ --l 
負債合計 I 33，7 56 I 0 

ト一一一ー

3.資 本

(1)剰余金

法定積立金! 0 

無事戻積立 金I 0 

特別積立金

(21当年度
未処分剰余金
繰越剰余金
年度末残高

当年度純利益! 18，337 
一 一一一一一一一十一一一一一一一一一一ー一一+一
資本計 I 1 8，33 7 

トー一一一一一一一一一 i 

負債 ・資本合計 | 5M3  

。
l' 8，337 3，287 

。
ろ，287

3，287 

0 1 355，331 

1，516 I 0 

15 1 6 I 3 5 5，3 3 1 

1，516 1 355，331 

1，5 1 6 1. 8司401 

o I 0 

o I 56.896 

o I 20呪034

15 1 6 I 3 55，33 1 

1ら16 1 3 55，33 1 

合
一

円

355，331 

56，896 

41 2，227 

4 1 2，227 

一

90，91 7 

33，756 

56，896 

209，034 

390，603 

390，603 

-4
1Jパ
パ
オ
ー

(l 

。

4 1 2，227 3，28 i 
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昭和41年度 日野市農業共済事業財産 目録
一一 一 一 一

(昭和 4 2年 3月 3 1日 )

~ 

項 日 農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家畜共済勘定

寸
一ー
資産の部 円 円 FI 

3 5 5，3 3 1 4 1 2，2 2円7 流動資産合計 52，093 3，287 1，516 

資産合計 52，093 ろ，287 1.516 35 5，3 3 1 1 4 1 2，2 2 7 

負債の部

流動負債合計 33，7 56 。 1，5 1 6 3.55，33 1 390，603 

負 債 合 計 33，7 56 。 1，5 1 6 355，331 I 390，603 

差引資本 18，337 3，287 。

。 。

性~ (J )資産、負債の内容は貸借対照表のとおりであるo

(2)業務勘定に属する簿外財産は下記のとおりであるo

資産

前年度繰越高 i当年度増加額 |当年度減少額|年度末残高!備

間|円 | 円 | 田
1 32，47'1' 1 0 " I 0 'J I 1 32，4 7'1' 

86，030 I 0 I 0 I 86，030' 

種 類

。 。

4
4
 

。

リ。
1，5 1 6 355，33 1 

積立 金 配 分案

"" 

(1) 農作物共済勘定

法定積立金 12.224円、無事もどし積立金 6.113円左下記のとおり配分する。

法定積立金 |無事も どし積立金 |摘 要

12，224円 6，11 3円

(2) 蚕繭共済勘定

法 定積立金 1.643円を下記のとおり配分する。
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(2) 

備 考

被害加入者数 211'， 3害!以上被害

前積1.227-，レ共済減収量:-109kg

~288 つ

ール 引受l民量 69A.40kg

費用合計 !扇面013016970

蚕繭共済勘定

1:: • 

員

収 益 費 用明細書

4

ア

ア

考

一

川

匂

m

m

一

称

叩

恥

匂

和

匂

一

面

引

面

目

面

刊

一

慢

町

殴

M

授
い
伸

一

号

尻

駅

号

以

与

が

一

名

収

唱

量

洛

最

一

1

受

日

収

日

収

一

8

引

2

受

引

受

備

一

糊

ル

轍

引

轍

引

一

合

流

一

入

ル

入

ル

一

対

ア

抑

一

加

一

額

一

円

出

回

制

問

一

y

s

l
汁

刊

-

「ベ
J

A

，f

M
d'
'

F
L
J

一

列

0

3

5

金
-一

4

4

算

一

円

∞

∞

刀

珂

一

n
μ

nu干

m

u

m

μ

一

F
h
d
F
4

3

h

7

A

斗

一

円

Hu

n
U

円
引

J

-

ι
f

予一

1

4

J

4

一

金

金

金

一

俳

防

悼

怯

は

叫

i

一

済

済

一

宮

一

共

共

5

一

稲

稲

共

一

水

陸

麦

一

一

金

士
一

一

一

農

項

一

問

一
済
益

'

款
一
知

一
共
事

農作物共済勘定)
 

i
 

(
 

考イ席額|

円

算|金

円

予節目款 ;

共済
事業収益

事業収益

項

5 3 2名

24511 24000 9908ア-，レ

5 7.H!:J2 kg 

2 1名

加入者数34名引受箱数7950箱

方円入者数4β名号侵箱数83.00箱

加入者数 44名引受箱数88.25箱

3946 

呪ffi0

10709 

3POO 

10POO 

11，000 1 22ア-，レ

農作物保険金I 13，606ρ00 I 2:455375 

水稲保険金13，540/)0012:44矢195i在増加入者数

ト I I 3書IJ批被害面積

共済減収量

ω801被害服者数

3害1]1.:)，上被害面積

共済減収量。

6600D 

309kg 恒例。40POO 

6POO 

18000 

16POO 

64，0001 

春蚕繭保

夏秋香.話

L_L~収
。
。

。
つ

険保

βh 
r::r 孟

101，229 

101，229 

3，巴5307

1' 1 

' 

~ 

合用費

73~ 64 

5ス6321加入者数841名引受面積27.574

|アール引受収量674.856kg

吋加入者数21略引受商肌687ア

ールヲ|受収量:2Q439kg

問 21臥者数28時引受醐3問 ア

ール引受収量69.440kg

2910ρ50 

2，894己∞!被害加入者数532名 S割以上被

83ρ00 

58000 

門
川
以

内

Unμ 
F
n川
町

A
S品
川

麦
農 作 物責 任|

責任準備金戻入|麦 責 ( 

1:準備 金 戻 入 l

102POO 

102ρ00 

ロ計 14β3，000 

百一「← 一 一一一一
事業費用

農 作物 保険料

水 稲保険料

陸 稲 保 険料

15POO 

n
U

門

U

門

U

門

u

n
u
n
μ
'
 

4
l

，
o
 

n
o
n
o
 

n
μ
Q〆

A
斗

Z
J

料

金

済

投

共

ロ
木

:稲

麦

本

金済共物作曲
演

i害宙船908ア-，v，
共済減収量 5τ892kg 
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節

乳牛共済掛 金
育成乳牛

共済 掛 金
その他の牛共済掛金

その他の馬共済掛金

家畜保険金

1Ff 
事業費用

予L牛側険金(列廃)

育成乳牛保険金

その他の牛保険金

その他内馬保険金

乳牛保険金(病傷)

育成乳牛偶者注金

その他の牛保険金

その他内馬保険金

計益 ぷ盗、
ロ

ト一一一一

料

金

金

椴

済

済

傷

共

共

闘

廃

傷

一汁

死

死

病

一=話

料

金

一

険

済

一

合

保

共

“

畜

畜

家

家

用費

予算i金額l 備 考

円i f-
779，o00! 396己001 

622POO I 335830 1ヲ随員数 5 6頭

150Poo i 5ス260I引務員数 2 5頭

20∞1 0 I有資格頭数ナシ

5000 1 35101号授頭数 3頭

817，0∞1 242921 

5080∞ 
106000 

3000 

5DOO 

1520∞ 
42000 

0 

1ρ00 

1，596POO 

力9000

779，000 

817，000 

622000 

195，000 

1596000 

30己 811 被鞠日入者数1名 ~EL廃用 1 頭

51ρ001被割日入者数均死亡廃桐 2頭

。!被害ナシ

01被害ナシ

143，140 1被害数 58頭

18，1001被害数 1 0頭

0 

0 

639521 

例附仰6∞ 
396“90∞01は号陵頭数 84頭

242921 1 

81，681 1被害頭数 3頭

161;240 1被額賀数 6 8頭

639，521 

'‘・

(4) 業務勘定

款 ニJ目[節 ffT備事業業収務益

受取補助金1 2叩 2537，671

都支 出 金 1366POO! 1，436900 1 (国1，322，600 側 114，300

一般会計繰入金 1，100POO11.100771 

賦課金 231，000 I 21 Y，t94 

i (家畜)3'7，700 

ーらも一

節

金利子

入

1，000 。

o 費

wj:ト 一一一

87，000 7ス，712

支払事務費賦課金 8ス∞o 77，712 

一般管理費| 234ス000 2;275，228 

給 料 1，192000 1，183J400 

手 当 845)]00 824364 

報 酬 59.000
叫

退職給与金 1，000 

旅 費 45000

通信運搬費 10，000 

印刷製本 費 2ス000

イ庸消品 費 | 23000 

会 議 費|10ρ00

交 際 費 i

普及推進費|

広報費

事 業奨励費

損害評価 費

I I報酬
l会議費

官、

. 
l' 

(創乍物)52.844(蚕齢制 18

(家畜)18，850 

扶養手当25.200暫賢官手当71900

管理職手当12.536)j弔勤手当15.356
潮末勤勉手当 664，644 

時R酬が略手当 34，728

59，000 I浬営協議会雰員報酬 59，000

1110n I市町村共済組合市負担金

0 

43，8501→燃費4，810 その他 35.380

80071南1f，摩蛸玄農業共済抑議会3.660

解{期妥*'t金4，407 ハガキ2.100

切手1，500

105101，共測用白書3.75O栴替弁当所用伝
票4，000 業務報舎喬600

ヂo>ft!!2 16 

22，9351農業共済実務必携旧0机3.900

|手の付1σ事 務附品 17.055

5.620 1 J事常憐帯会符構評価会合同芥員御と

於什る賄容 3.18O外2.440

20000 6520 

10，000 10POO 

。 。
10，0001 1叫 川 向 ( 家 畜 )7.000 

(蚕蔚)ミ000

212，0001 165，470 

95ρ001 89.070 損害評価会参員報酬

損害評価接員会会議費

10印 01 6600 車借上げ代

600001 3矢5001嬬時価質賃金

ーら 7-
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額ゅ、

士一一山 項 自

担

算l金 イ， 荷 考

負

ー
か
什

，ム凶
，サA
i
d文

外
用

業事
費

借入金利息

l号備費

|予備費 t

用合計

32J)00 

32，000 

31，500 

m川 南多摩地区農業共済協議会分担金

円

Unu
 

門

ud--'
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未払金明細書

~J 

勘定区分 積 類 前年度繰越高 笠存度明力n額 半 1三度減少額 年度末残高 僻! 考

家畜共済 円
1，30円0 

円
1，3 0円0 

勘定
未払家畜保険料・ 。 。
家畜雑未払金 。 216 。 216 

メ口』 言十 。 1.516 。 1，5 1 6 

業務勘定 業務雑未払金

法定福刺費 。 ろ，891 。 3，891 
隅羽 41年9月 ......Jl~和 4 2 年:~月

最制業相に対寸る市負担金

事 業奨励費 。 1 0，000 。 '10，0 (， 0 
(家畜)7，000 (蚕繭)3，000 

加入推進の為

旅 費 。 630 。 630 昭和42年 3月分旅費

手 当 。 3 1，080 。 31，0 80 
s?-w羽41年9月，__，4 2年 3月

諸手当差頼

給 半ト 。 42，300 。 42，300 
昭和4 1年 9月，...，，42年 3月

来診料差額

負 担 金 。 .1，500 。 1，500 
4 1 年彦南~摩地区

農業共済協都会分担金

ぷEコ』 。 8 ~え 401 。 89，401 

総 よ口』 言十 。 90，9 1 7 。 90，9 1 7 

#1‘} 

責 任準備金明 細 書

勘 定 区 分 積 類 前年度繰献高 当年度矧加額 当年度減少額 年度末残高 怖 考

農 作 物 麦
円

33，75円6 
円

3 3.7 5~ 。 。
共済勘定 |合 言十 。 33，7 5'6 。 33.7 5 6 

'--
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諸 積 立 金 明細書

--
勘定 区分 種 類 前年度繰越高 当年度捕力日額 当年度減少額 年度末残高 備 考

ート一一一一一一一一一一一一一

農 作物 円
1 2，22円4 

円
1 2，22円4 農作物

法定積立 金
。 。

共済勘定
陸 稲 。 1 2，224 。 12，224 

農 作 物 。 6，1 13 。 6，1 1 3 無事戻積立金

農 作 物 。 。 口 。
特別積立金

よ口』 言十 。 1 8，337 。 1 8，337 

蚕 詰5蚕繭法定積立金 。 1，643 。 1，643 

共済勘定
春蚕繭 。 435 。 435 

夏秋蚕繭 。 1，208 。 1，208 

蚕 繭 。 822 。 822 
無事戻積立金

蚕繭特別積立金 。 822 。 822 

メ口〉、 計 。 3，287 。 3，287 

一
総、 ムロ 計 。 21，624 。 21，624 
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昭和41年度東京都日野市農業共済事業報告書

1.概況

(1) 総括事項

イ.農作物共済

本年は近年まれに見る台風ワンカ等が発生し、 7K稲に於いて被害は大きかった。

昭和41年度に於ける共済事業の引受及び災害については、7K稲引受84 1戸、共済面

積 27，574アーノレ、引受収量 674.856kgを引受いたし ましたo 本年は特に クシカ台風に

依る災害で被害面積9.908アーノレ、共済減収量 57，892kg.の被害を受け 2，894，600 円の

共済金を被害対象農家 532戸に支払を行いました。

陸稲については、引受戸数215戸、共済面積 1.687アーノレ、引受収量 20.439 kgを引

受いたしましたo 災害については、台風及び干害によって被害面積 122アール、共済減収

量 3091<9の被害を受け、 15，4 5 0円の共済金を被害対象農家 21戸に支払を行いました。

麦につーいては、引受戸数 283戸、共済面積 3.288アー jレ、引受収量69.440 kgを引受

いたしましたO 災害については、 3月--4月雨量が少なく部落によ っては干害、 5月下匂

土')笹f1伏、根ぐされ等被害面積37 1アーノレ、共済減収景3.344kgの被害を受け、

100.320円の共済金を被害対象農家40戸に支払を行いましたo 麦に於いては組令にて

処理しましたので表には記載しでありません心 (但し昭和41年度産麦被害のみ )

ロ.蚕繭共済

蚕繭については、春蚕、初秋蚕、晩秋蚕の 3期合計の共済引受箱数は 250.75符で、引

受戸数は 12 3戸ありました。災害については春蚕繭、夏秋蚕期はな く晩秋蚕期に於いて

軟化病等が発生し 8箱が被害を受け 17，600円の共済金を被害対象農家 2戸に支払を行い

ましたo

ハ.家高共済

家畜共済につき ましては、乳用牛 81頭、 馬 3頭のヲ|受をいたしました。 事故ιついて

は死亡と廃用 3頭に支払共済金 81.681円、 病傷事故 68頭に 16，1，240円の共済金支払

をマラいましたo

zJ 
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2. 事業

(1) 農作物共済関係

(引受)

L次空加入者数 引受面積

人 アーノレ

水稲 84 1 2ス574

陸稲 215 1，687 

一
麦

2ーし一一3，2ヤJ

(被害7

引受収量 共済金額 共済掛金
徴収額 A

kg 円 l弓

674，856 33，742，800 401，808 

20，439 1，021，950 5ス487

69，440 2，083，200 39，408 

いそ1被害加入者数 3害ルL上被害面積 共済減収量 共

納入保険料
B 

円

57，632 

9，880 

. 
5，652 

済 金

水稲 532人 吹908アール 57，892kg 2，894，600円

陸稲 2 1 

(支払)

ミミ 実支払

支払期日

共済金

水稲 42.2.2 8! 28946d6 
陵稲 42.2.281 15;450 

(2) 蚕穏共済関係

(ヲ|受)

122 309 15，450 

共済金支払財源

保険金|手持掛金|法積立金特別積立金無事民積立金市より繰入

2;449，1忍 344~7円6 
じア ---~ 

レ//
101，22円? 

6，180 9，270 _------ 。

手持共済掛金
A - B 

円

344，176 

27，607 

33，7 56 

共済金|

共済金額i

8.5 8 '1> 

1.51 

実支払共済金

共 済 金

100¢ 

100 

みて 加入者数 引受箱数 共済金額 徴共収済額掛金A 納入保険料B 手持A共-済掛B金

春蚕期 3人4 79.5管 318，00 円0 3，9 4~ 3，07円6 875 

記日
一一

83.00 332，000 ヲ'，856 ス854 2，002 

一一一ト一一ーーー 一ー

88.25 353，000 1 0，7 0 9 8，534 2，175 

-.74-
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(被害)

¥項目被害加 融害程度目れび責払吋金 f日

区分¥入者数 10-919- 818 - 717 ー 6! 6 - 5 5 - 4¥4 - 31:r.ff IT.不能(合三J全日正

~ f~ ilf:M1 2 箱円 山 鮪門…符円 丙8.00m
L
箱

ll

箱

J!
H
対

-箱
l1

吋

8∞轄

4.9〆d 

(支払)

共済金支払財源・
支払期日

共済金 保険金手持掛金 法定積立 金 そ の 他 共 済 金

.晩秋蚕期142. 3. 2 41 

(3) 家畜共済関係

死廃病傷共済

円

1ス600
円

1M40! 

円 /1 / % 
1.760 100 

三六|;tl共済471:ヰ合皇制品;!?;トL1
乳牛1- 70 15612，61 0.00~1335， 83 思 I V:~:~8jr~ オ17
h1 40 1-2511， 1 00川L竺じ7264 乙1_L
での馬|1118:137;:::139::;LiFV
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(事故)

71自(

病 傷 事 故

被害! 頭数
件数支払共済金一支払共済金

¥加入者数死 亡|廃用 |計

;成乳;トヂ 3 0，68 1円 58 1 43，1 40円

ヤ一一一一

2 2 51，000 1 0 1 8，1 00 

その他の馬|

計 | 3 ろ 5 81，681 68 161，240 

3. 議会議決事項

議案番号 議決年月日 件 名

一
5 5 4 1.1 2.2 0 第一回昭和41年度 目野市農業共済事業特別錆十補正予算について

1 6 4 2. 3.1 3 第二回昭和41年度日野市農業共済事業特別会計補正予算について

3 2 4 2. 3.3 0 日野市農業共済条例の一部を改正する条例について

4 5 4 2. 3.3 0 昭和42年度日野市農業共済事業特別会計予算について

4. 職員に関する事項

吏 貝

区 分 一一
事 1缶 技 術

損益勘定 2 。 2 
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